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石川国体ｼﾞｭﾆｱ競技選手の心理的適性に関する縦断的研究

石村宇佐－１・野田政弘2・青木隆３

AverticalstudyofpsychologicalaptituCleinjuniorathletes

participatedintheNationalAthleticMeetinlshikawa

UsaichiIsHIMuRA1・MasahiroNoDA2・TakashiAoKI3

Abstract

Thepurposeofthisstudywastoinvestigatethepsychologicalaptitudeinjuniorathletes

participatedintheNationalAthleticMeet（1991）inlshikawaArchers,CyclistandKendo

playersinhighschoolwereselectedassubjectsforthisstudyTheYatabe-GuilfordPersonality

lnventory(Y-G),theCattellAnxietyScale(CAS)andthePsychologicalPerformancelnventory

(PPI)wereselectedandadoministeredtothesubjectsThisstudywascarriedoutforthree

yearsfroml989tol991・

Ｔｈｅｍａｉｎｒｅｓｕｌｔｓｃａｎｂｅｓｕｍｍａｒｉｚｅｄａsfollows；

１)UsingtheY-G,alltheathleteswereclassifiedDirectortypeandB1asttype・Theplayers

ofthesetwotypes,ｕｓｕａｌｌｙｋｎｏｗｎａｓ“sportsmen，',ｗｅｒｅgenerallyactiveandextroverted

２)AccordingtotheCAS,thestandardscoreoftheseathleteswas5or6Consideringthese

scores,itwassuggestedthatalltheathleteswerenormalinviewofanxietystateandthatthey

wereabletoenduretheanxietystateingameconditions

３)ConparingthestandardscoreofthePPIinl989withthatinl991,Cyclistsimprovedin

theirscoresinthecategoriesof“AttentionControl'',“VisualandlmageryControl，，ａｎｄ“Self

Confidence，'・Ｏｎｌｙｓｃｏｒｅｓｉｎ“SelfConfidence，，decreasedaftertheNationalAthleticMeet

endedinl991・Ｏｎｔｈｅｏｔherhand,scoresin“ArousalControl，，improvedaftertheendofthe

NationalAthleticMeet・

InthecaseofKendoplayers,scoresin“SelfConfidence，，improvedfroml989tol99LScores

in“VisualandlmageryControl''ａｎｄ“ArousalControl''improvedaftertheendoftheNational

AthleticMeet

lncaseofArchers,scoresin“SelfConfidence”ａｎｄ“Motivationlevel，'improvedfroml989to

l991,buttherewasnosignificantimprovementin“ArousalControl'，,“AttentionControl''ａｎｄ

"VisualandControl''．
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であった。

はじめに

２．調査時期及び手順

調査は1990年から1992年に各種目の強化練

習・合宿などを利用して実施し，回収した。実

施については，以下のことを留意した。（１）落ち

ついた雰囲気の下，集団でしかも強制速度法で

実施する。(2)この調査は，研究にのみ使用し，

また，個人的に取り上げないので，正直な回答

を求める。(3)三種類の調査項目を一度に行なう

ことをさけ，二～三回に分けて実施する。

平成３年度石川国体は総合優勝という成績を

おさめ，成功裡に終わった。これまで金沢大学

スポーツ研究班は，スポーツ選手の障害予防，

体力の評価,カウンセリングなどを目的として，

国体ジュニア強化選手を対象に，石川国体準備

期から終了後までのメディカルチェック，形

態・体力測定，神経・筋機能測定，心理適性検

査を行なった｡'4)'5)その中で我々は，石川国体の

ジュニア強化選手の心理適性について検査する

機会があった。

今回は，一定期間，国体優勝を目指して指導

されたジュニア競技選手の心理的な変化を縦断

的に検討し，報告する。

３．調査項目

以下の三種類の心理適性検査を実施した。

１）ＹＧ性格検査（以下ＹＧ）

パーソナリティを測定する尺度として，辻岡

のＹＧ性格検査3)13)18>を用いた。この検査は,１２０

項目から構成されており，抑欝性(Ｄ)，回帰性

傾向（Ｃ)，劣等感（１），神経質（Ｎ)，客観性

がないこと（Ｏ)，協調性がないこと（CO)，愛

想のわるいこと（Ａｇ)，一般的活動性（Ｇ)，の

んきさ（Ｒ)，思考的外向（Ｔ)，支配性（Ａ)，

社会的外向（Ｓ）といった12尺度でパーソナリ

ティーの側面を測定することができる。

２）ＣＡＳ不安診断調査（以下ＣＡＳ）

不安傾向を測定する4)尺度として，Cattell及

びScheierによって作成され，対馬ら'9)によっ

て日本で標準化されたＣＡＳ不安診断検査が用

いられた。この調査は，Ｑ３(-)：自我統制力の欠

如，Ｃ(-)：自我の弱さ，Ｌ：パラノイド傾向，

ｏ：罪悪感，Ｑ４：欲求不満，総合：不安得点の

５つの因子から構成され不安傾向を測定するこ

とができる。

３）ThePsycologicalPerformancelnventory

（以下ＰＰＩ）

メンタルタフネスを測定する尺度として，Ｐ

ＰＩ検査8）（ジム･レイヤー直し）を用いた。こ

の検査は，自信・不安耐性・集中力・イメージ

カ・意欲・積極性・心構えの７因子でメンタル

タフネスを測定することができる。

方法

１．調査対象

対象者は，当初山岳，ボーリング，自転車，

剣道であったが，途中からアーチェリーが参加

し，最終的には自転車，剣道，アーチェリーに

なった。その中で，３年間継続して検査測定で

きたのは，自転車４名(国体優勝選手含む)，剣

道４名，アーチェリー12名(国体３位選手含む）

ロ
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戸面
子
子

人中６名がＤ型とＢ型，３名が平均的な性格特

性を示すＡ型，３名がＥ型であった。

豊田ら'7)は，びわこ国体開催年に国体選手を

対象にし，ＹＧ性格検査を行なった結果，少年

選手には，Ｄ型よりＢ型の選手が多くみられた

と報告している｡21）

図２，３は性別にみた剣道，アーチェリー競

技選手のパーソナリティの特性を示している。

剣道選手の男子は，外向的な性格を示すＤ，型，

Ｂ型であった。一方女子には，活動的ではある

が，気分の変化が激しく，神経質傾向のあるＡ

Ｅ型の選手がみられた。アーチェリー競技選手

は，男女ともＡ類型を示した。男子は，のんき

さ，社会的外向が平均より大きい値を示してい

るが，他は平均的であった。女子は，社会的外

向が男子より大きい値を示しており，のんきさ，

攻撃性の特性は，平均より大きい値を示した。

競技成績から選手の性格特性をみると，自転

車競技の成績上位選手(Ｓ）はＢ型を示し，アー

チェリー競技の成績上位選手（Ｎ）はＤ型Ｄ'型

を示している。
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結果及び考察

１）国体選手の性格特性

ＹＧ性格類型において，自転車競技選手の

パーソナリティの特徴を示したのが図１であ

る。自転車競技選手は外向的な性格特性を持つ

Ｂ型，Ｄ型を示し,平均するとＢ型Ｂ型である。

特に，自転車競技選手は，社会的外向が大きい

値を示し，主観的，攻撃的，活動的，のんきさ，

支配性の特性の値が大きい傾向があるという特

徴を示した。

剣道選手も，Ｄ，型，Ｂ型の性格特性を示す選

手が多く（３／４人)，アーチェリー選手は，１２

２）国体選手の不安傾向

表１は，自転車，剣道，アーチェリー競技選

手がＣＡＳ検査を始めた第一回，国体開催直前

の第五回，国体終了後の第六回のテスト結果を
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表１．自転車競技選手のＣＡＳ平均・標準偏差

初回

MEAＮＳＤ

国体直前

MEAＮＳＤ

国体直後

MEAＮＳＤ

人格統制力の欠如

自我の弱さ

疑い深さ

罪悪感

衝動による緊張

総合得点

５．７０．９４

２．７１．４９

４．７１４９

４．３１．２５

４．２２．４１

５．３１．３７

６．０１．６７

３．４１．０２

５．０１５５

３．６１．７４

４．００．８９

５．２１．３３

４．５２．０６

４．５２．０６

５．５１．６６

４．３１．７９

３．８１．９２

５．０２．５５

表２．剣道競技選手のＣＡＳ平均・標準偏差

初回

MEAＮＳＤ

国体直前

MEAＮＳＤ

国体直後

MEAＮＳＤ

人格統制力の欠如

自我の弱さ

疑い深さ

罪悪感

衝動による緊張

総合得点

３．８１．３０

４．５０．５０

３．８２．２８

４．３０．４４

３．５１．１２

４．８０．６１

３．３１．６４

４．３１．３０

４．５０．８７

３．３１．０７

２．５１．１２

４．０１７３

３．３１．７８

３８１．７８

３．５１．５０

４．００．７１

３．６１．９３

４．０１．８７

表３．アーチェリー競技選手のＣＡＳ平均ｂ標準偏差

初回

MEAＮＳＤ

国体直前

MEAＮＳＤ

国体直後

MEAＮＳＤ

人格統制力の欠如

自我の弱さ

４．３１．３９

５．０１．３７

５．０１．００

４．０１．５８

４．１１．１７

５．４１．１１

５．５１．８０

４．３１．４８

４．６１．３２

４．７１．８０

４．２１．４０

５．４１．２５

４．９１．６６

３．９１．８５

４．４１．１１

４．３１．１８

４．１１．５０

５．３１．３７

疑い深さ

罪悪感

衝動による緊張

総合得点
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行動を統御していこうとしているが，Ｃが高く

なった。

示している。

自転車，剣道，アーチェリー競技選手同様に，

不安得点は４～５点であり，不安に関しては，

第一回目から，国体直前，国体終了後と正常で

あった｡精神健康度からみてほとんどの選手が，

試合に耐えられる選手の得点である。

ただ，剣道の女子選手（ＹＧＡＥ型の選手）

に関しては，標準得点が６～７にあがった。特

に国体終了後は，ｏ（罪悪感)，Ｑ４（欲求不満）

の因子が高得点となった。

競技成績から選手の不安をみると，自転車競

技の成績上位選手（Ｓ）の第一回テストの標準

得点は６で，不安に対しては正常であった。し

かし，国体直前のテスト結果は，標準得点７に

上がり不安が高くなり，この状態は，国体終了

後も変わらなかった。因子得点では，Ｌ（パラ

ノイド型不安特性）が高い。今後，定期的テス

トなどによってよく注意していく必要があると

思われる｡6）

アーチェリー競技の成績上位選手（Ｎ）は，

終始不安に対して正常である。精神健康度から

みて普通の試合に耐えられる選手である。因子

得点では，Ｑ３（自我統制力の欠如）は高く，ｃ

（自我の弱さ）が低いいわゆる自己統制力は不

足しているが情緒的に安定した特性であった。

国体終了後のテスト結果は，Ｑ３が下降し自己の

３）国体選手のメンタルタフネス

図４，５，６は，自転車，剣道，アーチェリー

競技選手がＰＰＩ検査を始めた第一回，国体開

催直前の第五回，国体終了後の第六回のテスト

結果を示している。

自転車競技選手は，集中力，イメージカが国

体前に上昇している。自信は,国体直前に上がっ

ているが国体終了後に低くなっている。不安耐

性については,国体直前に比べて国体終了後は，

高くなっている。

選手は，特別なメンタルトレーニングを行

。-・初回

▽･勺国体道筋

B･国体直後

3０

１５

２０

１５

１０

各因子内容

Ｐ１～自侭
Ｐ２～不安囲性
Ｐ３～典中力
Ｐ４～イメージカ
Ｐ５～意欲
Ｐ６～積極性
Ｐ７～心構え

Ｐ

１

Ｐ
２

Ｐ
３

Ｐ
４

Ｐ
５

Ｐ
６

Ｐ
７

図４自転車競技選手のＰＰＩ自己プロフィール

n初回
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､■国体直後

“初回

函国体直前

B■国体直後

ｌ０

２５

２０

１５

１０

IＯ

２５

２ｉ

ｌ５

１Ｉ

各因子内容

Ｐ１～自侭
Ｐ２～不安囲性
Ｐ３～鰻中力
Ｐ４～イメージカ
Ｐ５～意欲
Ｐ６～函極性
Ｐ７～心構え

各因子内容

Ｐ１～自侭
Ｐ２～不安菌性
Ｐ３～鰻中力
Ｐ４～イメージカ
Ｐ５～意欲
Ｐ６～繭極性
Ｐ７～心檎え
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ｌ

Ｐ
２
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４
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図５剣道選手のＰＰＩ自己プロフィール 図６アーチェリー競技選手のＰＰＩ自己プロフィール



158金沢大学教育学部紀要(教育科学編） 第42号平成５年

なってきていないことから，日本のトップレベ

ルの競技に参加したり，みることによって，自

信，集中力やイメージカが上昇したと考えられ

る｡2)'0)'6)また，国体までプレッシャーに打ち

勝ったという経験が不安の耐性を高めたものと

推察される｡5)7)'2)剣道選手も同様に，自信，イ

メージカ，不安耐性が上昇した。しかし，女子

（ＹＧ・ＡＥ型選手）は，全ての尺度が低下し

た結果であった。

青木')は，性格類型からみて，外向的な性格で

あるＤ類型やＢ類型の選手は，試合や練習の経

験によってメンタルタフネスが向上するが，Ｅ

類型の選手は，特別なメンタルトレーニングが

必要になると指摘している。

アーチェリー競技選手は，国体直前に自信，

意欲が上昇している。不安耐性,集中力，イメー

ジカに上昇はみられなかった。それぞれスポー

ツ技術の特質によって集中するスタイルは異な

るが，アーチェリーは標的という限定された対

象に注意を集中させる必要がある。今後，集中

力，イメージカ，不安耐性などを強化するため

にも，メンタルトレーニングの必要性が指摘さ

れよう｡9)'1)20）

３）ＰＰＩのテストから，自転車選手は，集中

力，イメージカが国体前に上昇し，自信は，国

体前は，上がったが国体終了後に低下した。不

安耐性は，その逆であった。剣道選手は，自信，

イメージカ，不安耐性が上昇した。また，アー

チェリー競技選手は，国体前に自信，意欲が上

昇したが，不安耐性，集中力，イメージ力の上

昇は，認められなかった。

付記

本研究は平成元年から３年間石川県教育委員会体力・

運動機能開発事業の補助を得て行なわれたものの－部

である。資料の収集にあたっては，各学校の先生方及び

生徒の皆さんに快く御協力いただくことが出来ました。

ご協力いただいた方々に対して，ここに深甚の謝意を表

します。
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